子どものコミュニケーション不全と想像力の低下 by 折川 司
｜
現
代
の
子
ど
も
た
ち
に
み
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
全
各方面から「子ども（１）たちのコミュニケーション不全」が指
摘されて久しい。
文化審議会は、平成十五年八月に「国語教育等小委員会の意
見
の
ま
と
め
」
を
示
し
た
。
こ
の
答
申
に
お
い
て
は
、
国
語
の
力
を
向
上
さ
せ
、
安
定
し
た
情
緒
を
身
に
つ
け
て
い
く
上
で
、
特
に
幼
児
期
・
児
童
期
に
お
け
る
親
と
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
いる。幼児期や児童期における家庭内コミュニケーションとい
う
一
見
ご
く
当
た
り
前
の
よ
う
な
行
為
の
強
調
は
、
換
言
す
る
と
、
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
る
親
と
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
行
為
す
ら
、
実
は
我
が
国
の
日
常
生
活
か
ら
抜
け
落
ち
始
め
て
い
る
こ
と
の
悲
痛
な指摘であ
る
と
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
国
語
教
育
は
、
こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
全
の
状
況
や
子
ど
も
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
低
下
に
対
処
す
る
た
め
に
、
様
々
子どものコミュニケーション不全と想像力の低下
な実践的な手だてを講じてきた。ここ十年あまりをみると、音
声言語重視の方針や伝え合う力育成への学習指導のシフトが、
そうした方向性に共鳴したものであったと一一一一口えよう。しかし、
そうした動きにもかかわらず、今一つ明確な成果が上がらず、
今もなお、多くの義務教育学校がコミュニケーション力の育成
を教育目標や研究目標に掲げ続けなければならないのは、一体
なぜなのだろうか。
近年では、コミュニケーション不全の状況を打開するという
ことをねらいの一つとして、小学校課程に英語教育を必修化し
ようとする動きも持ち上がってきている。日本語を学び、日本
語によって生まれる繊細な感性や確かな思考力の基礎を築いて
いかなければならない児童期に、あえて外国語教育を行う意義
については、識者の間でも、現場教員の間でも大きく意見が分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
問
題
を
横
に
置
い
て
お
い
て
も
、
コ
ミ
折
川
司
７
二
時
代
と
共
に
変
化
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
全
因
子
（１）対立や摩擦を避け始めた一九七○から八○年代前半
日
本
の
子
ど
も
た
ち
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
全
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
低
下
と
い
う
状
況
に
常
に
直
面
し
て
き
た
。
し
か
し
、
誤
解
し
て
な
ら
な
い
の
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
全
と
い
う
状
況
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
そ
う
し
た
事
態
を
引
き
出
す
因
子
は
時
代
よ
っ
て
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
七
○
年
代
や
八
○
年
代
前
半
に
か
け
て
と
、
八
○
年
代
後
半
か
ら
九
○
年
代
に
か
け
て
の
不
全
状
況
を
つ
く
り
出
す
因
子
に
は
、
も
ち
ろ
ん
重
複
す
る
部
分
も
み
ら
れ
る
が
、
明
ら
か
ユ
ニ
ヶ
ー
シ
ョ
ン
の
不
全
状
況
の
改
善
に
向
け
て
の
英
語
教
育
導
入
に
関
し
て
は
も
っ
と
丁
寧
に
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
思
い
は
拭えない。というのは、子どもたちの間でコミュニケーション不
全
が
起
き
て
い
る
原
因
を
分
析
・
共
有
す
る
こ
と
な
く
英
語
教
育
導
入
を
進めても、国語教育が音声言語へ大きく学びをシフトしたとき
のように不完全燃焼で終わることが予想できるからである。
本
稿
に
お
い
て
は
、
ま
ず
日
本
の
子
ど
も
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン不全の現状をいくつか提示し、こうした状況と、その根底に
横
た
わ
る
想
像
力
の
低
下
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
全
を
改
善
す
る
一
つ
の
策
と
し
て
、
家
庭
読
書
を
充
実
させることの重要性について述べていく。
な
違
い
が
あ
る
。
当
然
、
九
○
年
代
の
不
全
状
況
を
構
成
し
て
い
る
因
子
だけでは、現在の不全状況もまた十分説明することはできない。
桜
井
哲
夫
は
、
「
あ
い
ま
い
な
人
間
関
係
や
あ
い
ま
い
な
「
言
葉
』
を
許さないという全共闘運動が暴力的なテロリズムへと自己解体
していった後、社会を支配したのは、対立に対する極度の恐怖
感だったのではなかっただろうか。」－２－と述べ七○年代・八
○年代の子どもたちが対立や摩擦を避けるために意図的にコミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
回
路
を
断
ち
切
っ
て
し
ま
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
社
会的状況を説明している。
桜
井
は
ま
た
、
ヨ
対
立
』
を
生
ま
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
世
界
に、人々の信ずべき価値が生みだされるはずもない。おそらく、
日
本
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
様
式
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
奇
妙
な
も
の
と
な
っ
た
。
ど
の
よ
う
な
言
語
と
い
え
ど
も
、
た
と
え
あ
い
ま
い
な
意
味
関連の日本語でさえ、『対立』こそがひとつの価値Ⅱ意味を生
み出すはずである。にもかかわらず、運動の敗北の後の虚脱感
のなかで、『一一一一口葉』への不信をとぎすましていった若者たちだ
け
で
な
く
、
日
本
の
社
会
全
体
の
な
か
に
「
対
立
』
を
排
除
し
よ
う
と
す
る傾向が一般化していった。」一別｝とも述べている。確かに、「対
立」を回避・排除するための方策として、「人に迷惑をかけな
い」ということが一つの大きな価値としてこの時期急速に拡大
し
た
こ
と
は
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
そ
う
し
た
傾
向
は
バ
ブ
ル
期
を
経
８
（２）他人が視野に入らない八○年代後半から九○年代
八
○
年
代
後
半
か
ら
九
○
年
代
に
か
け
て
の
不
全
状
況
に
つ
い
て
は
、
中
島
梓
が
興
味
深
い
指
摘
を
し
て
い
る
。
中
島
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
全
を
決
し
て
異
常
事
態
な
ど
で
は
な
く
、
現
代
社
会
を
生
き
て
い
く
上
で編み出された「適応のための不適応」であると述べ、自らの
体験から「コミュニケーション不全症候群」に属する人々の特
徴を三点挙げている。－４－
－、他人のことが考えられない、つまり想像力の欠如。
二
、
知
り
合
い
に
な
る
と
そ
れ
が
ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り自分の視野に入ってくる人間しか「人間」として認めら
れない。
三
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
適
応
の
形
が
あ
る
が
、
基
本
的
に
そ
れ
は
す
べ
て
人間関係に対する適応過剰ないし適応不能、つまり岸田秀
のいうところの対人知覚障害として発現する。
中
島
の
述
べ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
全
に
は
、
桜
井
哲
夫
が
示
し
た
意
図
的
な
「
対
立
の
排
除
」
と
い
う
要
素
は
な
い
。
自
他
双
方
の
こ
と
て
現
代
に
ま
で
ゆ
る
や
か
に
位
置
付
い
て
い
る
。
面
倒
や
操
め
事
に
出
会
わ
な
い
た
め
に
他
人
に
深
入
り
し
な
い
と
い
う
、
今
や
子
ど
も
に
と
っ
て
当たり前のスタンダードからは、他者との「程良い距離」が少
し
ず
つ
開
い
て
き
た
と
言
う
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
を考えて他者と距離をとることによってコミュニケーションが
停滞するという七○年代や八○年代前半の様相はなく、他人の
ことが見えない、感じられないことによって不全状況が生み出
されるという点が九○年代の特徴と言える。まわりの人間をあ
たかも無色透明な空気と同じように認識できないというのは、
例えば「ラッシュの乗り物のなかでは、まったくたがいにあい
てを何者であるとも知らない同士が、恋人同士よりも密着して
何十分なり何時間をおくらざるを得ない。」－５－という極めて異
常なこの時代に順応するためのある意味、適応機制であったの
かもしれない。
三現代の子どもたちのコミュニケーション不全
（１）思いをやりとりすることを苦手とする子どもたち
次に、現代の子どもたちのコミュニケーション不全を整理した
い。子どもたちは何事にも興味津々で、新しい知識や珍しいもの
に目を輝かせて興味を示すものだという認識は、今や過去のも
の
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
近
年
は
自
分
以
外
の
モ
ノ
・
コ
ト
に
ほ
と
ん
ど関心をもたない子どもの増加が懸念されている。彼らは自分
へのまなざししか持ち合わせておらず、目の前の人間（当然視
界
に
入
っ
て
い
る
）
を
見
な
い
の
で
あ
る
。
他
者
と
距
離
を
と
っ
て
い
た
９
例
１
若
者
の
会
話
に
み
ら
れ
る
独
り
言
の
応
酬
若者たちの活発な「会話」に耳を傾けると「ってゆうかぁ…」
「つ－かさあ…」という言葉が頻繁に飛び込んでくる。彼らは、
こうした一一一一口葉をあえて文頭に置いて、くり返し使用している。
本来「っていうか」という一一一一口葉は、「自分の言葉をあれこれ
吟
味
し
て
よ
り
よ
い
表
現
を
探
す
と
き
に
用
い
る
も
の
」
と
位
置
づ
け
ら
れている。しかし、若者たちの会話に登場する「ってゆうかぁ
…」や「つ－かさあ…」は、北原保雄編壽問題な日本語」によ
ると「言葉を吟味しているというより、相手とは一一一一口いたい内容
が異なっているということ、つまり「あなたの一一一一口いたいことは
ともかく、私の一一一一口うことを聞いて」という気持ちを表している」
つ
ま
り
、
こ
の
言
葉
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
話
を
自
分
か
ら
中
断
さ
せ
、
リ
セ
ットできるということになる。文頭に置いてあるから
と
い
っ
て
、
相
手
が
話
し
て
い
る
内
容
を
受
け
と
め
て
、
さ
ら
に
話
を
継
’’一一口葉ということができるようである。
七
○
年
代
、
他
者
が
見
え
な
か
っ
た
九
○
年
代
と
は
ま
た
異
な
る
コ
ミ
ュ
ニケーション不全と言えるであろう。
他
者
と
距
離
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
他
者
を
認
識
す
る
こ
と
も
で
き
●
●
●
るが、目の前の他者をあえて見ない、例えば次のような事例に
心
当
た
り
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
例
２
み
ん
な
で
ゲ
ー
ム
を
や
る
と
い
う
独
り
遊
び
近年、子どもたちが他者と直接的に関わって遊ぶ機会は随分
少
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
塾
や
習
い
事
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ぐために使っているのではなく、相手の話を強引に断ち切り、
新たに自分が話の主導権を握るためのカードとして利用されて
いるのである。
とり方によっては非常に便利な一一一一一口である。しかし、「って
ゆうかぁ」という一一一一口葉が交互にくり返し放たれることによって、
会話が幾度もリセットされ、自分の言いたいことの応酬になる。
若者の会話を聞いていると、まったく脈絡がなく、つながり
を
欠
い
て
い
る
も
の
が
珍
し
く
な
い
が
、
そ
れ
は
自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
て相手の言葉を断ち切っているからに他ならないのである。若
者たちの間には確かに言葉が行き交ってはいるが、それはダイ
ァローグとしての開かれた一一一一口葉ではなく、単なる独り言でしか
ない。こうした〈会話もどき〉〈コミュニケーションもどき〉か
ら
は
、
言
葉
の
や
り
と
り
に
よ
っ
て
自
己
と
他
者
と
の
間
で
共
有
す
る
も
のが少しずつ拡充していくという豊かさや可能性は見いだせな
い。こ
う
し
た
事
態
は
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
や
り
と
り
に
も
当
て
は
ま
る
こ
とかも知れない。一倫一
10
友
達
と
遊
ぶ
時
間
が
作
り
出
せ
な
い
。
ま
た
、
屋
外
で
安
心
し
て
遊
べ
る
場所がないといった物理的な諸事情も背景にはあろうが、たと
え遊ぶ機会が生まれても、そこでは生身の人と人とがふれ合い、
ぶつかり合うやりとりがなかなか見られない。
例えば、小学生が「今日は友達とゲームしてくる」と言って
出
掛
け
て
い
く
。
し
か
し
、
「
友
達
と
関
わ
り
合
っ
て
、
み
ん
な
で
楽
し
む
」
と
い
う
展
開
は
ま
ず
期
待
で
き
な
い
。
ゲ
ー
ム
を
や
る
子
、
漫
画
を
読
ん
で
ゲ
ー
ム
の
順
番
待
ち
を
す
る
子
と
い
う
棲
み
分
け
が
あ
り
、
子
ど
も
と
子
ど
も
の
間
に
は
厳
然
と
し
た
高
い
垣
根
が
築
か
れ
て
い
る
。
隣
に
座っている子がどのような名前であり、どのようなことに興味
を
も
っ
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
性
格
な
の
か
と
い
っ
た
こ
と
に
は
関
心
を
寄せない。誤解を恐れずに一一一一口えば、ネットで志願者を募って集
団
自
殺
を
す
る
若
者
の
心
理
に
近
い
も
の
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
しれない。自分の目的を遂行したいという思いと、みんなと一
緒にいないと不安という思いをもってはいるが、場所と時間を
共
有
し
、
同
じ
目
的
を
も
つ
隣
の
人
の
こ
と
に
は
別
に
関
心
が
な
い
、
と
いう奇妙な関係である。つまり極端な話、今ゲームに取り組ん
で
い
る
子
、隣に座っている子は誰だって良いのである。最近の
子どもたちにとって、「友達と一緒に遊ぶ」ということは、「そ
の場、その時間をただ共有する」ということと同義となってし
ま
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
子どもたちの関心は専ら自分のゲームの順番がいつ来るかと
いうこととゲームのスコア匡果中する。
例３’一｜｜｜臣も発しないコンビニでの買い物
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
し
て
も
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
し
て
も
、
店
員
と
客
と
の
会
話
は
非
常
に
限
ら
れ
て
い
る
（
地
域
に
よ
っ
て
違
い
は
あ
る
だ
ろ
う
が
…
）
。
多
く
の
客
は
終
始
無
言
で
あ
る
。
し
か
し
、
た
と
え無言であっても買い物にはなんら不都合はない。一一一一口葉を発す
るのは店員ばかりであり、発せられた声に客は無関心である。
「こんにちは。いらっしゃいませ。」
「お弁当は温めますか。」
「お箸はおつけしますか。」
「お会計は八六○円になります。」
「大きい方から一、一一、三、四、四千円。細かいのは一四○
円になります。」
「ありがとうございました。」
右の発話は、あるコンビニエンスストアにおいてレジ係の店
員と高校生くらいの男性客との間に展開されたものである。一
読して分かるとおり、すべて店員の声である。店員が客に話し
かけている間中、客は二度ほどうなずいただけで、音声による
反応はない。
もちろん店員も客に応答を期待しているわけではない。
11
（２）「語らぬ文化」とは根本的に外れた現代の子ども
以上のような事例にみられる子どもたちに足りないものは何
であろうか。それは他者と向き合う一一一一口葉であり、一一一一口葉の産出を
支
え
る
豊
か
な
想
像
力
で
あ
る
。
国
語
教
育
に
お
い
て
十
数
年
前
に
行
わ
れた音声言語重視という画期的な学びのシフトが、コミュニケ
ーション力の向上という点において教育現場でうまく機能しな
か
っ
た
の
は
、
音
声
言
語
に
関
す
る
技
術
的
な
指
導
や
発
話
体
験
に
目
が
向きすぎ、「豊かな想像力を育て、他者への関心を高める」と
いう基礎的な部分が疎かになったためではなかったか。
現
代
の
子
ど
も
た
ち
は
言
葉
を
発
し
な
く
と
も
外
の
世
界
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
で
き
て
い
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
事
例
に
示
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
言
葉
ら
し
き
も
の
が
頭
の
上
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
「こんにちは。いらっしゃいませ。」
「こんにちは。いやぁ、暑いねえ。今日は何が売れてるんだい？」
「お弁当は温めますか。」
「うん、頼むよ。キミの温め方っていつも最高だよね。」
などという返答が、もし客の高校生から返ってきたら店員は
とまどうであろう。客と目を合わせることのない店員の発話も
また客という他者に関心のない極めて儀礼的な慣習にすぎない
のである。
（３）金叩らぬ文化〉〈察する文化〉と想像力
戦前の日本は、一一一一口葉によるやりとりを前面に出さずとも円滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成
立
す
る
社
会
で
あ
っ
た
。
無
論
の
こ
と
、
音
声
言
語
が
貧
弱
で
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
も
、
江
戸
や
明
治
期
の
人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
低
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
低
い
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
現
代
と
比
較
す
る
と
非
常
に
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョンの状況を築いていたと》推察できる。想像力が豊かで、一一一一口葉
に
よ
っ
て
も
し
っ
か
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
、
周
るだけであって、いわば「コミュニケーションもどき」である。
行
き
交
う
の
は
別
に
言
葉
で
な
く
と
も
よ
く
、
サ
ル
語
で
も
カ
エ
ル
語
で
も何でもよい。子どもたちは「言葉を語らぬ」という状況にど
っぷり浸っており、そこには想像力によって他者に寄り添い、
関心を寄せ、向き合うという姿勢はない。
元
来
日
本
人
は
、
〈
語
ら
ぬ
文
化
〉
を
大
切
に
し
て
、
そ
の
中
で
生
き
て
き
た
。
〈
語
ら
ぬ
文
化
〉
と
は
、
言
葉
を
多
用
し
な
く
て
も
ス
ム
ー
ズ
にコミュニケートできる文化的な土壌のことである。
こうした日本に古くからある金叩らぬ状況〉と現在の子ども
た
ち
の
金
叩
ら
ぬ
状
況
〉
と
は
根
本
的
に
異
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
両
者
に
あ
る
違
い
ｌ
そ
れ
は
心
の
豊
か
さ
を
作
り
出
す
想
像
力
の
有
無
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
1２
り
や
相
手
に
関
心
を
寄
せ
、
思
い
や
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
戦
前
の
文
化
的
土
壌
。
そ
の
一
端
は
、
以
心
伝
心
や
腹
芸
、
江
戸
し
ぐ
さ
と
い
っ
た
も
の
が
庶
民
生
活
の
各
所
に
当
た
り
前
の
よ
う
に
位
置
づ
い
て
い
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
う
し
た
ノ
ン
バ
ー
バ
ル
な
や
り
と
り
は
、
音
声
言
語
に
よ
る
直
接
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
豊
か
な
想
像
力
が
個
々
人
の
中
に
し
っ
か
り
根
付
い
て
い
て
こそ機能するものであることは想像に難くない。
たとえば、江戸期の粋な仕草や良い』但叶の代表例として取り
上
げ
ら
れ
る
江
戸
し
ぐ
さ
は
、
お
互
い
が
、
気
分
良
く
時
を
共
有
す
る
た
めの知恵として金叩らぬ文化〉をよく表した行為であると一一一一口わ
れている。｜部現代風にアレンジしていくつか示してみたい。
○雨が降っている。細い路地で人とすれ違う。どちらからと
もなく傘を傾ける。
○
青
信
号
で
交
差
点
の
横
断
歩
道
を
渡
っ
て
い
る
。
曲
が
っ
て
く
る
車
がある。小走りになる。
○人の前を通り抜ける。手を挙げて、少し腰をかがめる。
○三人掛けの座席に何とか四人目を座らせようと皆が腰をず
らす。
これらの行為の土台には、一一一一口葉以外の部分で相手のことを酌
み取ることを大切にする細やかな思い（気遣い・思いやり）が
ある。相手の思いや置かれている状況を想像し、それを受けて
「こうじゃないかな」「こんな思いかな」「ありがとう」「ちょっ
とごめんよ」「すみませんね」という内なる言葉が行為という
形で表出されるのである。想像力によるこうした他者への気遣
い
、
つ
ま
り
〈
察
す
る
文
化
〉
は
、
現
代
の
子
ど
も
た
ち
が
作
り
出
し
て
い
る
〈
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
ど
き
〉
に
は
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
現代の子どもたちに欠落しているのは、コミュニケーションの技
能や経験ではなく、その土台となる想像力なのではなかろうか。
四
子
ど
も
た
ち
に
み
ら
れ
る
想
像
力
の
低
下
（１）形象をイメージ化できない子どもたちの増加
では次に、子どもたちの想像力の現状について、いくつか事
例をあげながら示していきたい。
小学校の国語教科書には色鮮やかな挿絵がついた物語教材が
数多く掲載されている。学校教育入門期の一年生の教科書の場
合、最初の数頁は絵を中心とした「物語教材」が並び、その後
次第に文字言語の学習を意識した教材が増えてくる。
｜年生の子どもたちのほとんどは、こうした教材群を、登場
人物に同化することによって読んでいく。朝の教室の様子が描
かれている挿絵－７－を見た子は、「きっとこの子（挿絵で猫かれ
1３
た
子
ど
も
）
は
、
お
友
だ
ち
に
昨
日
う
ち
で
あ
っ
た
こ
と
を
話
し
て
い
る
ん
だ
よ
。
」
と
物
語
に
寄
り
添
い
、
ま
た
穴
の
中
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
「ろくくえ」（８）に向かって「ああっ、たいへん。がんばれ。」と
自然に叫ぶ。物語に触れている子どもたちの頭の中では、豊か
なイメージ化が行われているのである。
し
か
し
、
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
化
を
す
る
こ
と
が
困
難
な
子
ど
も
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
の
は
思
い
過
ご
し
だ
ろ
う
か
。
例えば、二年生の「お手紙」－９－の授業において「がまくんは、
このとき、どんな気分なのかな。」という先生の問いかけに、
首をかしげてばかりの子どもがいる。「がまくんは悲しいのか
な。」と問いを易しくしても同様の反応が返ってくる。
こ
れ
は
一
つ
の
例
で
は
あ
る
が
、
近
年
の
国
語
教
室
に
お
い
て
は
決
し
て特殊なことではない。右の事例（静岡県）据松市）に類するや
りとりは、全国のあちらこちらで見受けられる教室の姿である。
他
に
も
、
物
語
の
絵
を
描
か
せ
る
と
人
物
が
無
表
情
で
あ
っ
た
り
、
吹
き
出
し
を
書
か
せ
る
と
何
も
書
け
な
か
っ
た
り
も
す
る
。
（２）「僕は何をすればよいですか」という質問の増加
「次やるべきことがイメージできない子が増えた」というこ
と
も
学
校
教
育
現
場
に
お
い
て
、
嘆
か
れ
て
い
る
こ
と
の
一
つ
で
あ
る
。
「次が思い浮かばない」「言われたことしかやれない」「全てお
膳立てしてあげないと動けない」という子どもの増加である。
例えば、給食を早く食べ終わった子が教師のところにやって
きて、「早く食べ終わりました。どうすればよいですか。」と質
問する。そうした局面においては、教師なら当然「どうすれば
よいと思いますか。」と逆に問い返して考えさせるようにする
だ
ろ
う
が
、
食
事
中
に
教
室
内
で
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て
よ
い
わ
け
はなく、常識的に考えれば何をして過ごせばよいかなど瞬時に
分
か
り
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。
図画工作の学習中、「ぼくは何を作ればよいですか。」と尋ね
てくる子がいたり、授業終末時に「来週、ぼくは何をもってく
ればよいですか。」と教師に質問する子がいたりする。
また、「それをやったらどうなるか」が想像できない子ども
も
多
い
。
校
舎
の
二
階
か
ら
机
を
投
げ
落
と
し
た
ら
ど
う
な
る
か
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
前
に
多
人
数
で
座
り
込
ん
で
い
た
ら
ど
う
な
の
か。電車の中で床に座り込んで化粧をするという行為はどうか。
大学生に対しても、なぜ授業中に飲食や携帯メールや私語を
慎まなければならないかをくり返し語り聞かせないといけない
とは困った事態であるが、それが現実である。
「時代が変わったんだよ」とあえて無視することも、幼稚の
一
言
で
笑
っ
て
済
ま
す
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
根
幹
に
は
想
像
力
の
欠
落
や
未
成
熟
さ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
る
1４
五
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
全
の
改
善
と
読
書
（１）不読者の割合とコミュニケーションの現状
国
語
教
育
と
い
う
枠
組
み
を
意
識
し
た
場
合
、
子
ど
も
た
ち
の
想
像
力
を
育
て
て
い
く
最
も
身
近
で
有
効
な
手
段
の
一
つ
が
読
書
で
あ
る
こ
と
に
疑問を挟む余地はない。
二○○六年度版「読書世論調査』一⑩一によると、「一カ月間に
一冊も本を読まなかった児童・生徒の割合」は左の表のように
なる。小学生の場合、ほとんどすべての子どもが読書を行って
お
り
、
不
読
者
は
わ
ず
か
約
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
九
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
子
ど
も
が
何
か
し
ら
の
活
字
本
に
触
れ
て
い
る
こ
と
になり、これは実に喜ばしいことである。
幾
度
と
な
く
本
の
世
界
に
浸
っ
た
経
験
は
子
ど
も
た
ち
の
想
像
力
や
語
彙
を
次
第
に
豊
か
な
も
の
に
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
全
改
善
の
一
助
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
読
書
に
よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
前
頭
前
野
は
多
く
の
刺
激
を
受
け
、
キ
レ
る
子
ど
も
も
減
少
し
た
に
違
い
な
い
。
う
。
こ
れ
で
は
人
を
思
い
や
っ
た
り
、
心
を
察
し
た
り
す
る
こ
と
は
難
し
い。こ
う
し
た
こ
と
が
未
熟
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
の
原
因
で
あ
ろ
う
。
１カ月に１冊も本を読まなかった
児童・生徒の荊合
しかし、現実はどうか。無論、読書が短期間でドラスティッ
クな効果をもたらすとは思っていない。しかし、十年前から不
読者の割合が比較的低かったにもかかわらず、先に挙げた事例
が物語っているように、危機的な状況は年を経るにつれて少し
ずつ改善されているようには思えない。逆に想像力の低下やコ
ミュニケーション不全の状況は悪くなりつつある。
多くの子どもたちが本に親しんでいるにもかかわらず、子ど
もたちの一部に豊かな想像力が根付かない理由はといえば、そ
れは子どもたちが手に取っている本に原因の一端があるように
思えてならない。
先述の「読書世論調査』に掲載されている男子小学生（四～
六年）が好んで読む本をみると、「日本の歴史』と「三国志」
が圧倒的に多い。これらは文章によって構成された書籍ではな
く、いわゆる「学習漫画」一Ｍ一というものである。
小学校六年生（男子）では、人気図書の第一位から第三位ま
でをこうした学習漫画が占めている。無論、学習漫画が想像力
を引き出さないなどとは決して言うつもりはない。しかし、絵
の連続と吹き出しというかなり直接的なメッセージによって、
外側からある程度イメージ作りのお膳立てをしてやらなければ
な
ら
な
い
と
い
う
本
と
の
つ
き
あ
い
方
に
軸
足
を
置
い
て
い
る
子
ど
も
た
ちの読書生活は少しずつ改善する必要があろう。また、これで
1５
Ｈ､７ Ｈ､１７
小学 １５．５％ 5.9％
''１学 ４６．７％ ２４．６％
高校生 ６１．３％ ５０．７％
（２）子に読み聞かせ、親子で語り合うことの重要性
こうした実態をふまえ、家庭は子どもの読書（活字読書）に
もう一度しっかりと目を向けていく必要があろう。それも子ど
もが幼い時期から真剣に考えていくべきである。
しかし初めから、ただ親が本を買い与えるだけでは、子ども
が想像力を駆使し、また想像力を豊かにしながら本の世界に浸
ることは当然難しい。となると、幼児期から児童期の子どもに
対しては、読み聞かせが重要となるであろうし、本の内容や挿
絵について語り合う時間もまた不可欠である。村上淳子が指摘
するように、こうした読書経験の積み重ねは青年期に入ってか
らも同じなのかもしれない。⑫
想像力が不足しているからと言って、アニメのＤＶＤ「ばか
り」に安易に子守をさせたり、漫画を買い与えて「ばかり」い
た
り
し
て
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
気
遣
い
や
思
い
や
り
を
引
き
出
す
真
の想像力はつかないのではないか。
特
別
な
こ
と
を
家
庭
に
要
求
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
ま
ず
は
子
ど
も
たちが本に気軽に触れられる機会をつくり、たくさん読み間か
は全国学校図書館協議会がいくら読書量の成果を声高に叫んで
も、現場の教師や司書、保護者らが心から喜ぶ気にはなれない
と
い
う
の
は
よ
く
分
か
る
。
せ、語り合うことが必要なのである。
その際、もし実践上の不安（方法面・経済面等）があれば、
地域図書館や子ども文庫の各種プログラムや施設を積極的に活
用すればよい。特に、地域図書館は魅力的な読書プログラムで
満載であるし、司書が家庭読書の個別相談にも応じてくれるは
ずである。
例えば、金沢市立の各図書館においては、
○
お
は
な
し
会
○
キ
ッ
ズ
シ
ア
タ
ー
○
子
ど
も
向
け
劇
○
お
は
な
し
出
て
こ
い
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
本
の
世
界
に
親
し
み
、
想
像
力
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
様
々
な
定
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
数
多
く
用
意
さ
れ
て
い
る
。
また、キッズフロアーや児童図書館（平和町）も充実している。
さらに平成一九年度内の開館に向けて、「子ども図書館（仮称こ
の
建
設
整
備
も
進
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
施
設
は
子
ど
も
に
と
っ
て
も
非
常
に
魅
惑
的
で
あ
り
、
本
に
親
し
む
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
最
適
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
有
効
に
利
用
し
な
が
ら
、
読
み
聞
か
せ
や
語
り
合
い
を
通
し
て
、
家
庭
の
中
に
も
子
ど
も
た
ち
の読書生活を少しずつ根付かせていくのである。
子
ど
も
た
ち
の
読
書
経
験
を
豊
か
に
し
、
想
像
力
や
語
彙
を
育
て
、
彼
1６
注及び引用文献
（１）今回は「子ども」を幼児期から青年期までを包括する用
語として使用している。文章中、「若者」という表現をい
く
つ
か
用
い
た
が
、
同
義
の
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
ま
た、「幼児期」「児童期」「青年期」の区分については、
『教育・臨床心理学中辞典」（北大路書房・二○○○）に
準じた。
（２）桜井哲夫『ことばを失った若者たち』講談社、一九八五、
一二○頁
（３）同右、一一二頁
（４）中島梓『コミュニケーション不全症候群』筑摩書房、’
九
九
一
、
二
九
頁
（５）同右、二四頁
（６）高橋裕子「ケータィ・ネットと高校生の意識についての
アンケート」「季刊セクシユアリティ』二七号、エイデル
研
究
所
、
二
○
○
六
（７）平成一七年度版光村図書国語教科書一年（上）
（
８
）
灰
谷
健
次
郎
「
ろ
く
く
え
ま
っ
て
る
よ
」
平
成
一
七
年
度
版
学
校
らのコミュニケーションが健全に機能できるように玄援してい
くことが〈二家庭にも求められている。
参
考
文
献
（１）荒木創造「ニートの心理学」小学館、二○○五
（２）寺沢宏次「子どもの脳に生きる力を」オフィス・エム、
二○○｜
（３）久保田競「楽しく読むことが最高の読書法」『灯台」五四
一号、第三文明社、一一○○五、一一二’一一五頁
（４）川島隆大「読み聞かせ・読書で脳は活性化する」『灯台』
五四一号、第三文明社、一一○○五、一一六’二七頁
（５）江戸の良さを見なおす会「江戸しぐさ講』新風社、二○○五
（本学教員）
図
書
国
語
教
科
書
一
年
（
下
）
所
収
（９）アーノルド・ローベル「お手紙」平成一七年度版光村図
書国語教科書二年（下）所収
（Ⅲ）「読書世論調査二○○六年版』毎日新聞東京本社広告局、
二
○
○
六
（、）学習漫画は、絵が主体となっているため親しみやすく、
内容理解を容易にするという利点がある。また、歴史等
の学習への興味づけにおいて効果的である。
（Ⅲ）村上淳子「本を読んで甲子園へいこう！』ポプラ社、二
○
○
○
1７
